
船舶事故調査報告書 

令和３年１０月６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和２年１０月２３日 １１時４５分ごろ 

発生場所 和歌山県和歌山市田倉
た く ら

埼北東方沖 

 田倉埼灯台から真方位０１７°９１０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１６.４′ 東経１３５°０３.９′） 

事故の概要  プレジャーボート白
はく

宝
ほう

丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和２年１１月５日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 白宝丸、５トン未満（長さ１１.３０ｍ） 

 ２５２－１１４６３和歌山、株式会社ジャパン未来サポート 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船底部に破口を伴う擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、 潮汐 ほぼ高潮時 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人３人を乗せ、釣りを行い、天

候が悪化してきたので、帰航の途についた。 

 本船は、ＧＰＳプロッターを作動させ、加太
か だ

瀬戸を通過して、風浪

を右舷後方から受け大きく動揺しながら、約１０ノットの対地速力で

目視により南進中、干出浜に乗り揚げた。 

船長は、携帯電話により１１８番へ通報を行った。 

 本船の喫水は、船首及び船尾共に約１.０ｍであった。 

 船長は、風浪により左方に圧流される中、風浪の状況に意識を向

け、また、ＧＰＳプロッターの取扱いに慣れていなかったので、目視

により航行し、左舷船首方の干出浜に向かう態勢となっていることに

気付かなかったと本事故後に思った。 

分析  本船は、風浪により左方に圧流される状況下、南進中、船長が目視

に頼って航行したことから、左方に圧流され干出浜に向かう態勢と 

なっていることに気付かずに航行を続け、干出浜に乗り揚げたものと

推定される。 

原因  本事故は、本船が、風浪により左方に圧流される状況下、南進中、

船長が目視に頼って航行したため、左方に圧流され干出浜に向かう態

勢となっていることに気付かずに航行を続け、干出浜に乗り揚げたも

のと推定される。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 



・風浪がある中を航行する際、圧流されている可能性を考慮し、装

備しているＧＰＳプロッターの取扱いに慣れて船位の確認を確実

に行うこと。 

 


